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Abstract
There have been some remarkable developments in the progress of cancer treatment and in developing infrastructures 

for outpatient treatment environments. As a result, the five-year survival rate has risen for all types of cancer, and 325,000 
cancer patients now undergo outpatient treatment while still holding jobs. However, such patients can have a very difficult 
time interacting with society due to the changes in physical appearance that accompany cancer treatment. A patient might 
wonder whether his or her physical appearance would reveal his or her illness, fueling concerns that it would then become 
impossible to maintain equal relationships as before. In this paper, I consider patient support from the perspective of “hair 
loss,” which is ranked as the top physical symptom of concern for many cancer patients. I first introduce what is currently 
known about treatments that result in changes to hair and haircare treatments that can be used during hair loss. I then cover 
some important points for physicians when supporting patients with actual appearance care.
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1. は じ め に

がんは，1981年よりわが国の死亡原因第1位であり，
その罹患率も死亡率も高齢になるほど顕著に増加し，誰
でもかかりうる加齢の病ということができる 1）。そのせ
いか，内閣府の「がん対策に関する世論調査」（2009年）
では，75.7%の人が，がんを「こわい」ものと感じてい
た。
しかし，最近のがん医療（放射線療法，化学療法，手
術療法）の進歩や，通院治療環境の基盤整備には目覚ま
しいものがある。その結果，全がんの5年生存率が上昇
し，仕事を持ちながら通院している患者が325,000人い
る（厚生労働省「平成22年国民生活基礎調査」を基に同
省健康局にて特別集計）時代となっている。がん患者の
就労の問題やサバイバーシップの支援という言葉をよ
く耳にするようになり，それに呼応するように，がん患
者のアピアランス（外見：appearance）の問題もクローズ
アップされてきた。というのも，患者が社会と接触しな

がら治療生活を送るということは，よりがん治療に伴う
外見の変化を患者に意識させ，大きな苦痛を与える結果
となるからである。かつては，患者は長期間入院するこ
とで社会から隔離され，「病人は外見のことを気にする
ものではない」と納得させられてきた。しかし，これか
らは，がん患者であっても働くことが求められる時代，
アピアランスの支援が，患者と社会をつなぐ支援の一つ
として，より一層重要になると思われる。

2. がん医療における外見と毛髪の変化

手術・放射線・抗がん剤など，侵襲性の高いがん治療
は，瘢痕・変形・脱毛・皮膚障害など患者の外見にさま
ざまな変化を与える（Table 1）。外見の変化が生じる部
位は，手術と放射線治療の場合は対象部位のみであり，
限局的であるが，抗がん剤治療の場合は，全身に及び，
その程度も薬剤や投与期間により異なる（Table 2）。が
ん治療に伴う頭髪の変化を例示する（Fig. 1：①抗がん剤
による全脱毛，②抗がん剤による薄毛，③放射線照射部
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